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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、肥満の改善を中心とした食事・運動療法および行動療法を用いた行動変容プログラ
ム作成するにあたり、1990年代に急速に普及したインターネット、携帯電話、携帯情報端末など
の IT機器とユビキタスネットワーク活用の有用性を検討することを目的として研究した。第 1章
では、カメラつき携帯電話のメール機能を用いた健康支援プログラムの効果について、デジカメ
付き携帯電話を用いた健康支援プログラムを構築し（IT 介入群）、管理栄養士と保健師による数
回の健康教育（従来介入群）、管理栄養士と運動指導士による集団学習中心の個別健康支援プログ
ラム（強力介入群）と比較し、その効果についてランダム化比較試験を用い効果につき検討を行
い、IT 介入群が従来介入群に比し、有意な Body Mass Index (BMI)の減少を認めたことを中心に
報告している。 
第 2 章では、第 1 章の結果を踏まえ、携帯電話を用いた個別健康支援プログラムの 1 年間の効
果について、IT介入群内においてメール投稿数が生活習慣病に関連する因子の改善に与える影響
について検討し、積極的なメールの投稿はスタッフからの支援を受けやすく、体重や食塩摂取量
の減少に繋がったと考えられることについて考察している。 
第 3 章では、ホームページを用いた栄養診断システムの有用性に関する検討～システムの利便
性と問題点および生活習慣病改善への動機付けに関する検討～とし、インターネットを介したホ
ームページにより、食事画像に対する非対面式栄養指導を行うことの有用性について検討を行い、
健康管理に対するセルフエフィカシー（SE）を高める効果があることを中心に述べている。   
第 4 章では、携帯電話のインターネット機能を用いた生活習慣病予防プログラムの有用性の検
討とし、対象者をメールによる個人支援を強化した強力介入群とメール機能はメールマガジンに
よる情報提供のみに使用した従来介入群の 2 群にわけ比較を行った。群間の差は認められなかっ
たが、両群で腹囲の低下を認めたことから、携帯電話を用いた生活習慣病改善プログラムは腹囲
の減少に有用であることが示唆されたことについて述べられている。 
第 5 章では、Web による個別行動目標設定と自動モニタリングシステムを組み合わせた生活指
導の減量効果を検討することを目的とした。これまでの介入では、行動変容のための行動目標の
設定は、管理栄養士などの専門家による支援で行ってきたが、Web により一定の方法で個別行動
目標設定を行い、さらに自動モニタリングシステムを組み合わせた介入プログラムを行った群が、
他の方法に比し腹囲の減少に有用であることを中心に述べ、このシステムが軽度肥満者の腹囲減
少に有用であることを考察している。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
飽食と機械文明化による日常生活の活動量の減少を背景に肥満による健康障害は大きな問題と
なっている。肥満が増加する日本の現状を考えると、「肥満症」を適切に抽出し、減量を目的とし
た生活習慣の改善をさせることは重要である。肥満・肥満症の指導マニュアル（日本肥満学会編）
では、肥満症治療の方法として、食事療法、運動療法と並び、行動療法が紹介されおり、筆者ら
はこれらをもとに、チーム医療による肥満治療を実施し、患者の食行動や体脂肪分布に関する報
告を行ってきている。本論文はこれまでの研究をもとに、肥満の改善を中心とした食事・運動療
法および行動療法を用いた行動変容プログラム作成するにあたり、1990年代に急速に普及したイ
ンターネット、携帯電話、携帯情報端末などの IT機器とユビキタスネットワーク活用の有用性を
検討することを目的として研究、報告している。 
論文の主張は、IT機器を取り入れた包括的なプログラムを実施することは、生活習慣病の予防
や改善のために有用であることが示唆していると述べてられている。IT機器を用いた先行研究に
よると、IT 機器や IT 機器を使える環境、およびそれらを用いて行動変容を支援することをよく
教育されたスタッフが関わり双方向のコミュニケーションが可能であった場合に有用と報告され
ている。本論文においても、第 1 章、第 2 章では、先行研究と同様にメールによりコミュニケー
ションを十分とれたことが体重や腹囲の減少等につながったと考えられたとしている。さらに、
第 5 章の結果では、行動変容の際のセルフモニタリングの方法について、体重や歩数が必ずしも
自己にて記録するといった行動によって認知されるとは限らず、自動的に記録された数値を振り
返ることであっても十分な結果を得られることを示唆している。 
現在では、パソコンや携帯電話に加えて、スマートフォンやタブレット型コンピューターの普
及がすすみ、さらに自宅や職場のみではなく、外出先のどこででもインターネットが接続でき情
報を得られる時代となっている。今後は、これらの新しい IT機器を用いることで、インターネッ
トを通じたコミュニケーションの強化やセルフケアに通じる血圧や体重の記録（セルフモニタリ
ング）の実施の簡便化が期待され、新しい IT機器は減量や生活習慣病の予防や改善に有用なツー
ルとしてさらに発展することが期待され、更なる研究の展開が望まれる有望な分野に先鞭を付け
た研究と位置付けられる。 
以上の内容により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
 
 
 
